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News

　ＣＭＡ設立からほぼ１年の６月２６・２７
日「バス活用の輪行ツアー」を実施しま
した。自転車スキルの異なるメンバーでも
「バス・自転車の走行ミックス」により全
員がサイクリング旅行を楽しめる企画
で、今回は上中級・Ａチームと初級・Ｂ
チームの２チーム編成で、２１～７７歳ま
での多彩な年齢層から構成される２２
名の参加をみました。
　１日目は戸倉峠近くまでバス移動、そこ
からＡは自転車走行し、バス移動したＢ
と「はっとう観光フルーツ園」で合流、そ

の後全員で鳥取砂丘まで自転車走行。
フルーツ園はリーダーの1人中屋クマさ
ん運営の観光果樹園で、鳥取地場産
業の現場を垣間見ることができました。あ
いにくの雨でしたが戸倉峠からの豪快
なダウンヒル（標高差７３１ｍ）、若桜のま
ちめぐり、フルーツ園見学、鳥取砂丘で
の温泉入浴と盛りだくさんメニューでし
た。（１日目自転車走行距離　Ａ：約
65km　Ｂ：約45km）
鳥取砂丘近くで宿泊した「民宿・橋本
屋」さんでは、橋本さんご夫妻の心のこ
もったおもてなしをいただき有難うござい
ました。
 ２日目は白兔海岸経由で日本海を全
貌できる魚見台まで自転車走行、その
後Ａは自転車・Ｂはバス移動により倉吉
経由で最終地・関金温泉へ。魚見台
への上りはＢチームにはこたえたみたい
でしたが、走破後の温泉・ビールのうまさ

を増進させた最大の要因でもありまし
た。自転車走行は実質丸１日だったの
ですが、多彩なツアーが楽しめ「少しの
あえぎが楽しみ倍増」という自転車原点
とふれあい、素敵な方たちともご一緒でき
た充実の２日間でした。（２日目自転車走
行距離　Ａ：約75km　Ｂ：約40km）
今から思えば「ＣＭＡ設立１周年記念
行事」にしても良かった位の充実した２
日間を無事終えることが出来ました。参
加者・リーダー各位のご協力の賜物と
思っています。本当にお疲れ様でした、
有難うございます。
 ＣＭＡ自転車市民ＳＴでは、年２回程
度このような企画を実施していこうとして
いますので、次回もご参加期待しており
ます。（次回予定：１０月・尾道・しまなみ海
道方面）
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上記連載で紹介した北芝地区のまちづくり
では、コレクティブタウンの象徴的存在でもあ
る「芝楽」という場所が愉快です。
百聞は一見にしかず。ＣＭＡでは地区見学
会を開催します。とはいっても今回は堅苦し
い見学会ではなく、下記催しへの参加者を
募る形で実行したいと思いますので、ご興味
のある方は、８月16日までにＣＭＡ事務局に
お知らせください。（資料代 ： 500円）
……………………………………………
■芝楽朝市（ＨＰ案内より）
夏は夕市ですよ～ジメッとした日が続きます
がいかがお過ごしでしょうか。
カラフルな夏野菜に、いつもの屋台も少し夜
仕様で。ビールもあれば、その日採れた野菜
のお惣菜なんかもあります。
長い梅雨の終わりの合図に、乾杯しましょう！

　先月、早稲田大学のまちづくりシンポジウ
ムで報告する機会がありました。ある種単線
的な計画プロセスの限界が問われる中で、
その先にあるまちづくりの姿と地域空間像に
ついて議論するものでした。そこで私が、この
テーマにぴったりの実践として思いついたの
が今回連載する箕面市北芝のまちづくりで
した。
　早いもので、このまちに関わらせていただい
て１０年を超えました。このまちの特徴は、いろ

んな課題を抱えながらも、楽しみながら「失
敗」を乗り越える試行錯誤のプロセスを大
切にしたまちづくりにあるといえます。具体的に
は、地域の交流広場である「芝楽」という拠
点を活用しながら、ひとや出来事をつむぐ活
動を積み重ねています。多くの世代がチャレ
ンジショップの運営を楽しみ、地域通貨を活
用した安心居住を目指す見守りシステムや
コミュニティ農園まで多くのチャレンジが実践
に繋がってきました。とくに本年度からはコミュ
ニティセンターの指定管理を受けて「まちづく
り」が自立しはじめました。
　今、このまちはコレクティブタウンの様相を
示しつつあります。これは、まちに関わる人々
が、ゆるやかな共同生活のような人間関係
や空間の中でまちを感じ、ささえながら成長し
ていくまちであり、多様な協同の居場所（機
会）が確保された、地域が住まいの続きのよ
うな機能を充たす協同居住のまちのことを示

しています。
　本連載では、コミュニティマネジメントを実
践するまちとして注目し、このチャレンジのプロ
セスを紹介したいと思います。

ニューズレター第１号、ようやく創刊です。編集内容は、
毎月のHOTなニュースと主な活動報告、連載記事（箕
面市コレクティブタウン北芝の挑戦）。コラムは、ＣＭＡ
セミナー２０１０、自転車市民ステーションコーナー、会員
からのメッセージと盛りだくさん。▶会員みなさまのご意
見をいただき、より充実した紙面を目指します。   （デビ）

ＣＭＡ副会長　寺川 政司
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あなたも北芝にふれてみませんか？
芝樂朝市（夕市）：
８月２１日（土）１７：３０～２０：３０頃

「自転車市民倶楽部」の設立で活動に弾みを!
鳥取の後、７月２５日
淀川河川敷公園で、
守口市視覚障害者
福祉協議会主催に
よるタンデム試乗教
室が開催され、当部
会からもサポート参加
しました。夏休みには4月に続き子供向けの「日の出自
転車メンテ教室」を予定。秋は予定が目白押しで、１０
月１～３日リバリバ大阪（水都大阪2010）でクルーズ&
ポタリング。同１０日第２回船場まつりにまちめぐりツアー
の企画と運営。さらに同１７日、大阪中央区区民祭りで、
大人向けの自転車メンテ教室の開催を予定。また
CMAバス輪行ツーリズム第二弾は、10月末～11月
「尾道しまなみ海道」ツアーを「海フェスタ尾道2011」
のプレツアーとして実施します。
今後、当部会の推進力を高めるためにも、新サポート
会員クラブ「自転車市民倶楽部」を立ち上げ広く会員
を募集。ぜひとも参加呼びかけをお願い致します。

CMA自転車市民ステーション

マネージャー　小山 勝己

ベストセラー小説『1Q84』の著
者村上春樹氏によれば、「これ
は完全に題から始まった小説で
す」（略）そして「青豆という名前
を思いついたときに、あ、これはい
けるな、と思った。次に天吾という
名前を思いついて、この小説はき
っとおもしろいものになるとわかりま
した」（※）とある。
われらがCMAもスタートはまさに
ネーミングから。活動領域は集ま
ったメンバーの関心事と仕事の
フィールドをそのまま反映していま
す。2010年には、どんな新顔がメ
ンバーとして参画登場することで
しょう。様々な意味で新メンバー
への期待大なるものがあります。
※『考える人』季刊誌
　2010年夏号（新潮社）
　村上春樹ロングインタビュー
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